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暴 追 だ よ り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　公益財団法人岐阜県暴力追放推進センター
ＴＥＬ  ０５８－２７７－１６１３

	新年のご挨拶
(公財)岐阜県暴力追放推進センター
専務理事　杉山俊博
新年明けましておめでとうございます。

清々しい心持ちで新たな年を迎えられたこととお喜び申し上げます。また、昨年中は、当センターの各種活動に対しまして格別のご理解・ご支援を賜り、心から御礼申し上げます。

さて、ここ数年来、暴力団勢力は、大幅に減少するなかで、山口組、稲川会及び住吉会などの主要団体による寡占化の傾向が続いていますが、暴力団組織内部での分裂・分派がみられるなど、複雑かつ不安定な様相を呈しています。

そうした中で、暴排インフラの整備や警察力による取締りの強化、更には暴排気運の高揚と暴力団との関係遮断などの取組みの浸透により、組織を維持するための資金獲得にも四苦八苦する次第で、構成員１,０００人当たりの検挙人員が増加しており、御法度とされていた窃盗や詐欺に手を染めている有様です。

まさに、「『暴力団の終わり』が始まりつつある」状況といえますが、暴力団対策法が対象とする指定暴力団だけが暴力団ではありませんし、暴力団勢力が減少しているといっても、直ちに真人間になれるとは限らず、狼が羊の皮を被って正体を隠しているだけかもしれません。

暴力団勢力が弱体化しているからと安閑としているのではなく、地域社会にとって不要・無用の存在として積極的に駆逐しなければ、彼等による脅威・不安を払拭することはできません

今、社会には「捨てる神」と「拾う神」の二つの役割が求められています。｢捨てる神｣の社会とは、敢えて暴力団社会に止まるものや、その周辺にあって暴力団と関係遮断できず密接な関係を継続している者（個人も団体も）を断固許さない社会をいい、｢拾う神｣の社会は、暴力団社会を真に離脱しようとしている者や、離脱した者を受け入れることのできる偏見のない社会のことです。

暴追センターには、こうした二つの神様を応援する役割もあります。

本年も県警察や県弁護士会と連携しつつ、

　　〇暴排気運の更なる醸成と暴排団体への支援

　　〇親身な暴力相談を通じた暴力団やその密接関係者の排除

　　〇暴力団離脱者等の社会復帰支援

に全力で取り組みます。

引き続き、皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げますとともに、益々のご健勝を祈念しております。　　
年頭のごあいさつ
　　　　　　　　　 　　             　　　　　組織犯罪対策統括官
　早川　勝実　
新年あけましておめでとうございます。
平成30年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　県民の皆様方には、平素から暴力団対策をはじめ、警察活動の各般にわたり、格別のご理解とご協力を賜っており、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　さて、暴力団情勢について申し上げますと、六代目山口組と神戸山口組の対立抗争状態にある中で、神戸山口組傘下組織の一部勢力が新たな団体の結成を表明するなど、情勢は複雑・流動化しており、今後、対立抗争や内部対立が激化する可能性があることから、予断を許さない状況が続いております。

　暴力団対策は、検挙対策と資金源対策の両面から行っており、昨年2月には、二代目東組幹部組員などによる組織的な大麻栽培事件で幹部組員5名を逮捕し、約1万本の大麻草及び約4.1キログラムの乾燥大麻など、末端価格約25億円の薬物を押収し、資金源を剥奪し組織の弱体化・壊滅を図っております。また、関係機関と連携を図り、岐阜駅周辺・柳ヶ瀬地区の再開発、リニア中央新幹線や東海環状自動車道建設など大規模公共工事等から反社会的勢力を排除する取組も行っております。
　暴力団の壊滅は、警察のみで成し得ることは不可能で、社会全体が一体となって暴力団排除対策を推進していくことが必要不可欠であります。
　皆様方には、暴力団排除への取組みを引き続き推進していただきますようお願いするとともに、我々警察も、行政や民間事業者等において整備されている暴力団排除の仕組みが効果的に機能するよう、暴力団情報の積極的かつ正確な提供に努め、常に皆様の全面に立ち、危害が加えられるおそれのある県民の保護対策に万全を期して参ります。

　更には、岐阜県暴力追放推進センター、岐阜県弁護士会並びに岐阜県を始めとする関係行政機関とより緊密な連携を図って、暴力団排除対策を始めとして、各種暴力団対策を推進して参りますので、皆様方には、引き続き一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
終わりに、皆様方のご健康とご多幸を祈念申し上げ、年頭のあいさつとさせていただきます。

酒の話
　明けましておめでとうございます。
　お正月といえば「お屠蘇」ですが、飲み過ぎた方もいらっしゃるかと思います。
　日本人も含め人は昔から、年の行事や人生の節目やめでたいこと、喜怒哀楽のとき、とにかく何かにつけてお酒を飲みます。
　それだけ「酒」は人間の生活に大きく関わっています。
しかし、私は全くの下戸、一種のアレルギーですので、お正月でもお酒を口にすることはありません。
　そういうわけで若い頃、特に２０代はたいへん苦労しました。
　当時は若い者が酒が飲めないということは｢鍛え方が足りん｣という時代でしたから、飲み会がある度に吐いては倒れ、吐いては倒れの繰り返しで、その都度先輩から｢鍛え方が足りん｣と言われて更に吐く。しかし一向に強くなりませんでした。
　その頃は柔道や剣道の慰労会などでよく酒の席がありましたが、私は柔剣道の訓練をしていた方がよほど楽と思っていました。
　思い詰めて医者に聞いたところ、生まれつきアルコール分解酵素の保有量に個人差があって、ある程度保有している者は飲んで鍛えることによって増加するらしく、最初飲めなかった人もだんだん強くなるということでしたが、私たち下戸にはそれがないそうで、ないものは増えようがないので、鍛えても無駄とのことでした。
　そのような理屈を知らず、飲んで鍛えた人からすれば私はただ｢鍛え方、努力が足りん｣というわけです。
　しかし、強くなりようがないということがわかりましたので、３０歳を境にして一切飲まないことにしました。
　死ぬ気になればビールをコップ２分の１位は飲めますが、それで一気に全身が赤くなり、心臓もバクバクで気持ちも悪くなる始末ですので、１回注がれて終わり、もう他の人から受けることは出来ません。
そんな具合ですから公平を期すため上下関係なく、誰に勧められても飲まないことにしました。
　ただし、酒飲みは酒が飲めない者の気持ちなど微塵も分かりませんので、その理由を付けるのにたいへんでした。
私生まれは郡上です。
　また、皮肉なことに勤務地が神岡、高山、下呂と酒豪地帯ばかりで、郡上生まれが飲めんはずがない、何か飲めない理由が必ず他にあるという先入観があり、なかなか納得してもらえませんでした。
ただ飲めないというと、地元との接触を嫌っているか、鍛え方が足らないということになります。
　　　飲み過ぎで体を壊した
　　　　親の遺言
　　　　飲むと暴力癖がある
　　　　宗教上の理由
等々その場の嘘の言い訳をして相手を納得させるのに本当に苦労しました。
　現在は「アルハラ」という言葉があり、今の若者は幸せだなと思います。
　一方、「ノミニュケーション」という言葉があるとおり、酒によるコミュニケーションは非常に大切で、下手な会議で顔を合わせるより、一杯やった方が相手がよく分かるというのは、今も昔も変わらないことです。
　私は下戸ですが、無理強いされることのなくなった今は酒席が大好きで、どちらかというと自分から機会を設ける方です。
　ただ、酒癖の悪い人との一杯はやはり苦手です。
いろいろと社会的地位のある人が酒で失敗しています。
最近でも相撲界の横綱、行司さんの不祥事がありますがいずれも酒がらみです。
また有名野球選手や大物歌手が覚せい剤で検挙されたいへんな話題となっていますが、私にとって酒も覚せい剤も同じ薬物であり、依存性があって人を狂わせる点では同じだと思っています。
ただ違う点は合法か非合法かという違いだけ（大きな違いですが）です。
酒は薬物です、気をつけていただきたいと思います。
最後に、下戸の私がひとつ疑問に思っていることがあります。
それは、道路交通法の飲酒運転の規定ですが、法では飲酒すると正常な判断ができなくなることから自動車の運転を禁じています。
しかも一口でもダメとしています。しかし、飲み会でガバガバ飲んで正常な判断ができなくなっている者に、飲酒運転するなという正常な判断を求めること自体、無理であり、矛盾を生じていると思うのですがいかがでしょうか？
お正月から私的な思いの強い話ばかりで申し訳ありませんでしたが、本年も相変わらずよろしくお願いいたします。
年別相談受理件数
　　当センターにおける、平成２９年中の相談受理件数は下記の表の通りです。
　　年別相談受理件数
年別相談受理数
年
H 21

H 22

H 23

H 24

H 25

H 26

H 27

H 28

H 29

受理件数
518

543

603

604

609

620

636

782

923
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暴力団離脱者に対する社会復帰支援
　　 暴力団を離脱した者に対する就労支援の広域協定に、昨年１１月３０日さらに山口、山形、香川県のそれぞれの社会復帰協議会が加入し、合計２７都府県となりました。
広域協定参加都府県　

　　H28  2/5   東京・茨城・群馬・神奈川・静岡・岐阜・愛知・三重・大阪

　　　　　　　  鳥取・高知・福岡・佐賀・鹿児島

　　　　　2/12  青森   　3/25  熊本　　　6/24  愛媛　　　11/9  兵庫
　　　　　11/24 広島

　　H29  2/24  新潟　　3/6 徳島
　　　　　 8/1　栃木・奈良・大分
　　　　　11/30 山口・山形・香川
ミニ知識
〇　クレーマーについて
　　クレームとは｢要求｣のことをいいます。

　　提供されたサービスに何らかの問題があれば、要求することは当然です。

　　サービスに落ち度がない場合でも｢要求｣がされる場合がありますが、クレームの中にはサービスの向上につながるヒントになるものもあるため、クレーム自体は決して悪いことではありません。むしろ、サービス提供者としては有り難い存在として考えるべき対象で、商品のクレームばかりを集めて商売にしている会社もあるほどです。
　　ただ、そうした建設的意見を越えた、相手方を困らせたり、過大な利益を要求しようとする者つまり悪質クレーマーが問題となっているのです。
弁護士による無料相談
　　暴力団員、暴力団風の者、悪質クレーマー等の絡む相談を受け付けています。相談は無料です。秘密は厳守します。お悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
　　　日　時　  毎週水曜日　午後２時～午後４時
　　　場　所　  岐阜市小柳町１８番３　暴追センタービル２階
　 相談料　  無 料
　 相談担当　岐阜県弁護士会民事介入暴力被害者救済センター所属弁護士

　　　　　　 暴追センター相談委員帯同　
相談方法　面接相談・電話相談
相談電話　０５８－２６４－６７６４
お知らせ
　　○　今年の暴排カレンダーは、ネットワーク№５１と一緒に皆様方に送付させていただきましたが、追加ご希望の方はご遠慮なくお電話下さい。　　　　
　０５８－２７７－１６１３　直井
〇　今年の『第２７回暴力追放岐阜県民大会』は７月２３日（月）
　　 　　不二羽島文化センター・スカイホールにおいて開催予定です。　
　　　　　　　　　　　　　　　　


